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教
育
に
関
す
る
課
外
講
座
の

企
画
・
運
営

就
業
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
〇
就
職
支
援
に
関
す
る
各
種

講
座
の
企
画
・
運
営

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
企
業
研

究
講
座
、
学
内
企
業
説
明

会
、
面
接
対
策
・
攻
略
セ

ミ
ナ
ー
等

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
を

大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

就
職
だ
よ
り

〈
４
年
次
生
へ
〉
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
就
職
活

動
に
も
影
響
が
出
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
の
説
明
会

や
面
接
へ
の
対
応
に
追
わ
れ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
企

業
が
発
信
す
る
採
用
日
程
な

ど
の
情
報
を
、
確
実
に
入
手

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
自
己
分
析
や
企
業
研
究

・
業
界
研
究
を
進
め
る
な

ど
、
今
で
き
る
こ
と
を
入
念

に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
３
年
次
生
へ
〉
過
去
２

年
間
の
学
生
生
活
は
充
実
し

て
い
ま
し
た
か
。
新
た
な
年

度
、
就
職
に
向
け
て
、
ま
ず

は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の

参
加
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
就
職
情
報
サ
イ
ト
に
よ

る
エ
ン
ト
リ
ー
受
け
付
け

は
、
例
年
６
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
並
行
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
の

対
策
も
進
め
ま
し
ょ
う
。
約

１
３
２
０
０
社
で
導
入
さ
れ

て
い
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
の
基
礎
能

力
試
験
で
は
、
短
時
間
で
効

率
よ
く
問
題
を
解
く
力
が
問

わ
れ
ま
す
。
早
め
の
対
策
が

必
要
で
す
。
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と
か
ら
「
晴
れ
の
国
岡
山
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
温
暖
な
気
候
を
生

か
し
て
栽
培
さ
れ
る
「
清
水

白
桃
」
や
「
マ
ス
カ
ッ
ト
」

「
ピ
オ
ー
ネ
」
等
の
果
物
は

ど
れ
も
最
高
品
質
を
誇
り
、

海
外
で
も
岡
山
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
自
然
や
文
化
に
目
を
向
け

る
と
、
日
本
三
名
園
の
一
つ

「
岡
山
後
楽
園
」
や
烏
城
の

別
名
で
知
ら
れ
る
「
岡
山

城
」
、
古
い
町
並
み
が
美
し

い
「
倉
敷
美
観
地
区
」、
自

然
豊
か
な
「
蒜ひ

る

山ぜ
ん

高
原
」
な

ど
が
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
産
業
面
で
は
、
全
国
で
も

有
数
の
規
模
を
誇
る
水
島
工

業
地
帯
を
有
し
、
石
油
、
化

学
、
鉄
鋼
な
ど
幅
広
い
分
野

の
高
度
な
技
術
を
持
つ
大
企

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
企
業
を
支
え

る
県
内
の
中
小
企
業
は
高
い

技
術
力
を
持
ち
、
全
国
や
世

界
で
活
躍
す
る
企
業
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
岡
山
県
で
は
、

「
新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
生

き
活
き
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、「
教
育
県
岡
山
の
復
活
」

「
地
域
を
支
え
る
産
業
の
振

興
」「
安
心
で
豊
か
さ
が
実
感

で
き
る
地
域
の
創
造
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
特
に
、
産
業
振
興

の
分
野
に
お
い
て
は
、
若
者

の
県
内
就
職
の
促
進
に
取
り

組
み
、
本
県
産
業
の
将
来
を

担
う
人
材
の
還
流
と
定
着
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
１
月
、
専
修

大
学
と
岡
山
県
は
就
職
支
援

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
本
県
へ
の
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
の
情
報
発
信
す

る
機
会
を
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
の
「
晴
れ
の
国
岡
山
」
へ

の
就
職
を
応
援
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
人
で
も

多
く
の
若
者
が
岡
山
県
内
の

企
業
で
活
躍
し
、
将
来
の
岡

山
県
を
担
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
は
、
山
陽
道
の
中

央
に
位
置
し
、
東
は
兵
庫

県
、
西
は
広
島
県
に
隣
接
、

南
は
瀬
戸
内
海
を
臨
ん
で
四

国
に
、
北
は
山
陰
地
方
と
接

し
て
お
り
、
中
四
国
地
方
の

交
通
の
要
衝
と
し
て
古
く
か

ら
重
要
な
位
置
に
あ
り
、
多

種
多
様
な
産
業
や
文
化
、
歴

史
の
振
興
に
寄
与
し
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
晴
れ
の
日
が
多

く
、
温
暖
な
気
候
で
あ
る
こ

「
生
き
活
き
岡
山
」
の
実
現
に
向
け
て

〜
皆
さ
ん
の
若
い
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
〜

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
商

学
部
の
移
転
、
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
設
置

に
伴
い
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
と

就
職
支
援
を
融
合
さ
せ
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
の
学
生
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
４
月
１
日
よ
り
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

事
務
課
と
就
職
課
を
「
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
課
」
に
統
合

し
ま
し
た
。

　
新
部
署
が
手
掛
け
る
学
生

サ
ー
ビ
ス
は
、
主
に
左
記
の

と
お
り
で
す
。

〇
進
路
支
援
に
関
す
る
各
種

相
談イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
就

職
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
に

関
す
る
個
別
も
し
く
は
数

名
単
位
で
の
グ
ル
ー
プ
相

談
〇
低
年
次
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
」誕
生

【
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
】

　
　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
:
４
号
館
３
階

☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２
６
９

　
　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
:
７
号
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
03
・
３
２
６
５
・
５
８
２
７

　
３
月
25
日
、
専
修
大
学
か

ら
２
氏
に
博
士
の
学
位
が

授
与
さ
れ
た
。（
氏
名
に
続

き
、
現
職
、
学
位
の
種
類
、

学
位
請
求
論
文
名
）

小
山
　
貴
子
氏

墨
田
区
立
す
み
だ
郷
土
文
化

資
料
館
学

芸
員
、
博

士
（
歴
史

学
）、「
中

世
修
験
道
の
展
開
と
地
域
社

会
」

井
坂
　
康
志
氏

東
洋
経
済
新
報
社
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
局

カ
ス
タ
ム

企
画
制
作

部
参
事
、
博
士（
商
学
）、「
Ｐ

・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー

｜
｜
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
思
想
の
源
流
と

展
望
」

２
氏
に
学
位
授
与

11
氏
に
名
誉
教
授
称
号
記

訃
　
　
報

山
本
久
乃
武
氏
（
や
ま
も
と

・
ひ
さ
の
ぶ
）
名
誉
教
授
・

元
経
済
学
部
教
授

　
３
月
14
日
、
93
歳
で
死

去
。
１
９
５
６
年
か
ら
97
年

ま
で
在
職
。
専
門
は
ス
ポ
ー

ツ
文
化
論
。

源
哲
麿
氏
（
み
な
も
と
・
て

つ
ま
ろ
）
名
誉
教
授
・
元
経

済
学
部
教
授

　
３
月
30
日
、94
歳
で
死
去
。

１
９
６
３
年
か
ら
96
年
ま
で

在
職
。
専
門
は
ド
イ
ツ
語
。

　
専
修
大
学
名
誉
教
授
称
号
記

授
与
式
が
４
月
１
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
佐
々
木

重
人
学
長
か
ら
11
氏
に
名
誉
教

授
称
号
記
が
授
与
さ
れ
た
。

坂
本
武
憲
元
法
学
部
教
授

瓶
子
長
幸
元
経
営
学
部
教
授

蔭
山
雅
博
元
商
学
部
教
授

見
目
洋
子
元
商
学
部
教
授

竹
本
達
廣
元
商
学
部
教
授

伊
吹
克
己
元
文
学
部
教
授

近
江
吉
明
元
文
学
部
教
授

福
島
義
和
元
文
学
部
教
授

川
上
周
三
元
人
間
科
学
部
教
授

今
野
裕
昭
元
人
間
科
学
部
教
授

安
藤
英
義
元
大
学
院
商
学
研
究

科
教
授

　
３
月
末
、
大
学
研
究
室
に

海
外
か
ら
小
包
が
届
い
て
い

る
と
連
絡
が
あ
っ
た
。「
？
」

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ん
な
メ

ー
ル
が
。

　「
最
近
、
日
本
の
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
も
大
変
ら
し

い
の
で
、
普
段
か
ら
十
分

の
注
意
を
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
が
。
大

き
な
力
は
な
い
で
す
け
ど

(

笑)

、
細
や
か
な
気
持
ち

で
医
療
用
マ
ス
ク
を
送
り

ま
し
た
。
50
個
少
な
い
で

す
け
ど
、
役
に
立
て
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
」（
原
文

マ
マ
）

　
ゼ
ミ
生
Ｏ
Ｇ
の
施シ

　ハ
イ佩

さ
ん

（
平
26
文
）
だ
！
　
彼
女
は

６
年
前
に
卒
業
し
、
医
療
系

メ
ー
カ
ー
・
オ
ム
ロ
ン
に
就

職
、
出
身
地
の
上
海
で
働
い

て
い
る
。
卒
業
生
の
一
部
と

は
会
う
機
会
が
あ
っ
て
も
、

多
く
と
は
必
ず
し
も
連
絡
を

取
り
合
う
わ
け
で
は
な
い

し
、
と
り
わ
け
留
学
生
が
国

に
帰
っ
て
し
ま
う
と
、
な
か

な
か
会
う
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま

れ
な
い
。
彼
女
の
場
合
も
連

中国から心温まる贈り物

絡
先
が
分
か
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、「
大
学
」
と
い
う
場

が
再
開
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ

て
く
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
卒
論
は
「
日
中
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
比
較
」。
日
本
の
ア

ニ
メ
の
強
み
と
弱
み
を
分
析

し
、
中
国
が
そ
の
良
さ
を
ど

う
取
り
入
れ
て
い
く
か
を
論

じ
た
秀
作
だ
っ
た
。
両
国
の

文
化
を
愛
す
る
気
持
ち
が
あ

ふ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
彼

女
の
優
し
さ
と
温
か
さ
が
詰

ま
っ
た
、
思
い
が
け
な
い
贈

り
物
に
感
激
し
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　
少
し
で
も
彼
女
の
心
遣
い

を
生
か
す
た
め
に
、
マ
ス
ク

は
非
常
時
用
と
し
て
大
学
に

寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ

去
っ
た
後
に
は
外バ

ン

ド灘
で
一
緒

に
飲
み
ま
し
ょ
う
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
。

元

留
学
生
が
マ
ス
ク
50
枚

寄

稿

在学時、ゼミで訪問したテレビ局玄関での一コマ。前列左から

２番目が施佩さん。左端が山田教授

山田健太　
文学部教授




